	映像メディア論  2008.4.21
	


Chapter2　映像メディアの特性(1) 映像メディア‐拡大する視覚と知覚
1. ‘映像’という言葉の誕生

(1) 「 映像 :  image 」（大きくわけて）　２つの意味で用いられる。（「」は日本国語大辞典1972-76の２項）

a) 形而下の意味（光学的・物理的意味）　「光線の屈折や反射などによって映し出された。像。」

b) 形而上の意味（心理的意味）　「頭の中に描き出されるもののすがたやありさま。イメージ」

(2)　1874年（明治7年）　『物理日記』（大阪理学所の外人教師リッテルの物理・化学講義録）

訳者　市川盛三郎が創案、「凸レンズノ映像」「暗箱ノ映像」等と。他、1875-1914年の間に27冊で使用。

(3)　1907年（明治40年）『辞林』金沢庄三郎

映像＝「光線の屈折又は反射によりて、物像の現出すること。又、其現出したる物像。」

(4) 1916年（大正５年）夏目漱石　『明暗』

「彼の頭の中は纏まらない断片的な映像（イメジ）のために絶えず往来された。」

【以上(2)～(4)は坂本浩,「映像」という言葉の成立,映像学第６２号（1999.5.25）,pp.5-20による】
2.「映像コミュニケーション」とは

(1) 言語によらないコミュニケーション＝非言語コミュニケーション（nonverbal communication）である。
　　　 ＊言葉や文字によらないで、表情・動作・姿勢・音調・接触などによって行われるコミュニケーシ
　　  ョン=ノン・バーバル・コミュニケーション(NVC)について研究することである。

(２)　言語＝ディジタル情報（言語と対照とが1：1の関係.抽象的概念を示す）

映像＝アナログ情報（対象との関係は１：Ｘの関係.具体的対象を示す）

(3)　コミュニケーション＝ラテン語「コンモン」にする＝共有するの意味＝平等・民主的概念

　　＊映像メディアを活用して、人間と社会の幸福にするための方法について考えることである。

  (4) 現代社会に大きな位置を占める映像メディアに対する「リテラシー」を育むこと。

3.映像メディアの2つの機能　

　(1)        機能：映像によって事物や事象を具体的に理解・把握することができる機能のこと
(2)        機能：映像によって感性的・感情的な影響をうけたり、動機づけられたりする機能のこと

＊映像メディアの参照機能について言われること

  a.「__________は_________に如かず」（漢書－趙充国伝）
　b.「______________の経験は_____________の理論にまさる」(ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｭｰｲ「民主主義と教育」1916年)

(注：１オンス＝28.35ｇ)
　c.「書物は間もなく学校において、時代遅れのものになります。映画は学習者にとって目となるもの　

です。人間の知識のすべての分野で、映画による教育が可能となります。われわれの学校制度は10年以内に完全に変わると思います。」（______________________1910年）
4.映像資料上映

(1)『肉眼の世界をこえて』ナショナルジオグラフィックス[ほかより抜粋]

(2)16ミリ映画『Powers of Ten』チャールズ・イームズ＆レイ・イームズ　1977年
(3)ロバートゼメキス監督『コンタクト～特別篇～』冒頭部分　1997年（･･･次週につづく）
